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2025年度新規事業 

JIS品質管理責任者の力量維持・向上対策について 

 

２０２5年 2月１８日 

北海道生コンクリート工業組合 

 

昨今、全国生コンクリート品質管理監査会議から情報提供される㊜マーク使用取

り消し事例をみると、意図的に品質記録を改ざんするなどの不適合事例が目立つ

状況にあります。いずれも、産業標準化法に基づき JIS 工場に配置される「品質管

理責任者」が本来の職務を果たすことにより未然に防止できると判断されますが、

JIS工場に配置後の品質管理責任者の力量をどう維持するかが課題となります。 

JISCBA（JIS 登録認証機関協議会）では、「JIS 品質管理責任者セミナー（力量

維持・向上コース）」を3年に一度受講することを推奨していますが、受講は任意の

ため組合員工場の受講率は低いのが現状です。 

このため、工業組合として 2025 年度以降、組合員工場の品質管理責任者につ

いては、「JIS 品質管理責任者セミナー（力量維持・向上コース）」を 3 年に一度受

講することを原則とし、受講料を工業組合が負担することを検討します。 

＜コスト試算＞ 1,009,000円/年 （受講料＠17,600円/人×172工場/3年） 

 

 

１．現状 

日本規格協会によると、3 年間（2021～

2023 年度）の北海道における受講者数は

106 名となっており、この内、組合員工

場の品質管理責任者は 8 割程度と推定

されます。 

これは、現在の組合員工場（172 工場）

のおよそ１/２の品質管理責任者が“力量

維持・向上コース”を受講しているものの、

1/２は未受講であることが推測されます。 
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◆日本規格協会の募集案内（2024年度）◆ 
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